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第５次長崎県社協地域福祉推進・基盤強化計画 

評価方針 

 

 

○評価のねらい 

 

１．「〇」「×」の二択で数値化する → 基準と得点のしくみを分かりやすくする 

 

２．得点をグラフにして、全体バランスを見える化する 

→ 数値目標を立てられなかった部分を、数値化する 

 

３．評価項目の内容で、業務として何をすればよいのかが具体的にする 

     → 計画を“絵に描いた餅”にしない、できていない業務の洗い出しとする 

 

４．各評価項目を属性に応じて分類し、傾斜配点を行う【新】 

→ 3種類の属性を設定することで、「誰が、どのレベルで、いつ」実施するかの

目安とする 

→ 全ての評価項目が「〇」になった場合の得点を 100％とし、各年度の集計

結果を得点率としてグラフ化する 

 

①担当課 ～ 組織内でどの部署が評価項目に係る業務を担うか 

②分類 ～ 達成するのにどの程度の困難度が伴うか 

1：レギュラーレベル 

通常業務の範囲で、ある程度達成できるもの 

2：ハイレベル 

本計画に沿って積極的な業務展開を要するもの 

3：チャレンジレベル 

さらなるステージへのチャレンジング活動となるもの 

（10年後の目標につながる） 

③スパン 

・毎年 

・3か年中（3か年のうち何年次に予定しているかを補足） 
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